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Abstract

　　The　Median　Tectonic　Line　is　amajorfau1tinJapan，dividing　SouthwestJapan　into　the　InnerZone　On

the　Sea　of　Japan　side　and　the　Outer　Zone　on　the　Pacific　side．It　has　a　strike1ength　of　nearly　gOOkm　that

stretches兵。m　the　Chubu　region　through　Kinki，Shikoku　to　the　Kyushu　region，Along　the　Median　Tec－

tonic　Line，active　faults　are　distributed　in　the　Upper　Cretaceous　Izumi　Group，northem　Shikoku．They

are　pointed　out　to　contain　high1y　active　faults　that　have　a　potentiaI　danger　of　earthquakes　in　the　near

future．

　　The　author　re刊ews　in　this　paper　the　studies　of　active｛au1ts　in　Shikoku，Active　faults　in　thiミpaper

inc1ude　the　Naruto　Fault，Tsunden　Fault，Chichio　Fau1t，Ikuchi　Fau1t，Mino　Fau1t，Ikeda　Fault，Sangawa

Fault，Hatano　Fau1t，Ishizuchi　Fau1t，Okamura　Fau1t，Komatsu　Fault，Kawakami　Fau1t，Kitakata　Fault

and　Iyo　Fau1t　from　east　to　west．

Key　words：Active　fault，Median　Tectonic　Line，Chichio　Fau1t，Ikeda　Fau1t，Okam皿a　Fau1t，Shik6ku

キーワード：活断層，中央構造線，父尾断層，池田断層，岡村断層，四国

は　じ　め　に

　紀伊半島から四国にかけての中央構造線は，ぽぽ東北

東一西南西走向の，地形的にもきわめて明瞭な断層で，

ランドサットの映像にもシャープなリニアメントとして
　　　　　　　　　　　　　　　　　16）認識することができる、Kaneko（1966）　が航空（空中）

写真の判読によって，紀伊半島から四国にかけての中央

構造線付近の活断層の存在を指摘して以来，四国の活断
　　　　　　　　　　　　　　44）　　　45）　　　47）
層については，岡田（1968．1970．1972，
　　　4昌）　　　49）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6島）

1973a　，b　ほか）や須鎗・阿子島（1973，
　　69）　　　70〕　　　　　　　　　　　　　20〕　　　21）
1974．1975　ほか），活断層研究会（王980．1991）

らによって，地形学的，地質学的に研究されてきた．

　これらの結果，断層の位置や性格が明らかになるとと

もに，「中央構造線は6～9m／103年（少し広く見積

もって5～10m／103年）のオーダーで変位しているこ
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　　　　　　　　45〕と」（岡田，1970）　が指摘された．また，トレンチ調

査により活断層の変位量や活動時期・周期の解明も進ん

できた．こうした成果を受け，r活断層としての中央構

造線は大地震の発生源として注意しておくべきである」
　　　　　　23）
（松田，1973）　ことが，さらに最近の再検討結果から

はr新居浜区間の中央構造線活断層系はM7，9～8．5の地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25〕
震に対して要注意断層である」（松田，1996）　こと等

が指摘されている．

　」方，「平成7年1月17日未明に発生した兵庫県南部

地震により土木施設が甚大な被害を受けた事実に鑑み，

四国における公共施設の耐震性，地震被害に対する知見

を収集，整理，調査，研究して四国の地震防災のあり方，

特に土木施設のあり方について検討をし，四国地方の各

機関が実施する防災対策の充実に資する」目的で土木学

会四国支部あんぜん四国検討委員会（四国地震防災基礎

調査委員会）が平成7年8月に発足し，本委員会の地質

部会では，これまでに公表された活断層図から地震防災

の上で考慮すべき活断層候補を抽出した（土木学会四国
　　　　　1〕支部，1996）．

　本稿では，今後の活断層調査・研究の資料として，関

係する四国の中央構造線沿いの活断層の文献をリストア

ップするとともに，これまでの研究成果を簡単にレビ

ュー ｷる．また，今後解決しなければならない問題点に

ついても述べる．取り扱う活断層（筆者が活断層と判定

していないものも含む）は，東から西に，鳴門断層，神

田断層，父尾断層，井口断層，三野断層，池田断層，寒

川断層，畑野断層，石鎚断層，岡村断層，小松断層，川

上断層，北方断層，伊予断層である．

　たお，「中央構造線」という名称は，和泉層群と三波

川変成岩類あるいは久万層群とを境する地質境界断層に

対して，また，r活断層」という言葉は，「第四紀中，特

に最近50万年間に繰り返し活動したことが，地形学的・

地質学的に明らかな断層」に対して使用する．

．中央構造線沿いの活断層

1）鳴門断層（Na川to　FauIt）

　　　　　　　　45〕
命名1岡田（1970）

位置1鳴門市撫養から鳴門市大麻町姫田北方まで．

長さ11O㎞

　和泉層群中に発達する断層で，阿讃山地の南麓をほぼ

東北東一西南西方向によぎる．この直線的た南麓が断層
　　　　　　　　　　　　　45）　中
産とされている（岡田，1970）　カ㍉河川による侵食地

形の可能性もあり，精査が必要である．
　　　　　　　　　　45）　　　　　　　　　　　　　昌9〕
文献1岡田（1970），徳島県（1972），須鎗
　　　74〕　　　　　　　　　　　20）　　　2丁〕
（1978），活断層研究会編（1980．1991）

2）神田断層（TsUnden　Fau■t）

　　　　　　　　45〕命名：岡田（1970）

位置：板野郡上板町大山付近から板野郡土成町土成ま

高松

北
オ

伊予断層

　　　　　　　　　　　　　　　高松自動輪丼口断層神田磐　雪門断層

　　　　　　　畑野断膚寒川断層鯛自動等断層父融届徳；’I細線

。携凄新素1田断層
　　　　　　　岡村断層
　　　　I．川上断層
箏影欝北方断層　高知自鱗

高知
。

図　四国中央構造線沿いの活断層
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で．

長さ115㎞

　和泉層群中に発達する東北東一西南西走向の断層であ

る．本断層によって，河谷が屈曲していたり低断層崖が
　　　　　　　　　　　　45〕発達している（岡田，1970）．断層西端部（板野郡土

成町土成）で，工990年と1991年（春・秋）にトレンチ調

査が実施された．四国縦貫自動車道中央構造線調査委員
　　　　　　　　㈲　　　06〕
会・岡田（1993a，b）は，これらのトレンチ地点

を父尾断層東端部としているが，ここでは水野ほか
　　　2畠）
（1993）　にしたがって，神田断層西端部とする．1990

年の調査では，アカボヤ火山灰降下（6，300年前）以降

少なくとも2回の活動（四国縦貫道中央構造線調査委員
　　　　　　　　66）
会・岡田，1993b）　が，また，1991年秋の調査では，

アカボヤ火山灰降下以降少なくとも4回の活動が識別さ

れている（四国縦貫道中央構造線調査委員会　岡田，
　　　65）
1993a）．なお，工991年春の調査では，アカボヤ火山

灰降下以降少なくとも1回の活動（四国縦貫道中央構造
　　　　　　　　　　　　　66）線調査委員会・岡田，1993b）　が推定されている．

　一方，神田断層東方の板野町の中央構造線は，古期扇

状地礫層にほとんど変位を与えていない（橋本ほか，
　　1o）1988）

文献：岡田（197045㍉197852㍉，徳島県（1972）邑9、松田・

　　　　　　24）　　　　　　　　　　74）
岡田（1977），須鎗（1978），活断層研究会編
　　　20）　　21）　　　　　　　　lO〕一
（1980，1991），橋本ほか（1988），四国縦貫自動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65〕　　06）
車道中央構造線調査委員会・岡田（1993a　，b　），
　　　　　　　2畠〕
水野ほか（1993）

3）父尾断層（Chichio　Fa∪It）

　　　　　　　　　　67）命名：須鎗ほか（1965）

位置：土成町西原付近から美馬郡脇町田上付近まで．

長さ122㎞

　和泉層群中の断層で，両末端部はほぼ東一西走向であ

るが，大部分は東北東一西南西走向である、岡田
　　　45〕（1970）　は，河谷の屈曲など地形から，父尾断層は「多

少の北側隆起を伴う右横ずれ」断層であるとし，地質学

的にも検証されたとした．

　1990年に阿波郡市場町上喜来でトレンチ調査が実施さ
　　　　　　　　　　5呂〕　　　　　　　　　　60〕
れた．岡田ほか（1991）　や岡田（1992）　によれば，

このトレンチから，弥生時代以降2回の活動が読みとれ，
　　　　　　　　　　　　　60〕中世（15世紀頃，岡田（1992）　や四国縦貫道中央構造
　　　　　　　　　　　　　65）線調査委員会・岡田（1993a）　では16世紀）以降，

1596年の慶長伏見地震時に活動した可能性のあることが

指摘されている．ユ596年の地震時に活動したかどうかに

ついて，さらに他の場所に妬いてもトレンチ調査等を行

い，検討する必要がある．また，付近の神社仏閣等に残

る古文書（含過去帳）調査も実施したい．

　長谷川（1992呂、19939㍉は，父尾断層東端の南に位置

する切幡丘陵や断層中央部やや面よりの阿波町土柱付近

は，北方からの地すべり岩体であると判定し，必ずしも

和泉層群の南端に中央構造線が位置するものではたく，

中央構造線は父尾断層や三野断層等に求められるとし

た．また，「切幡丘陵は父尾断層によって2～3㎞の右

横ずれ変位を」，一方，「土柱層中の含花嵩岩礫扇状地堆

積物は約1Ma以降父尾断層によって，2～3㎞の右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼〕横ずれ変位を受けている」（長谷川，1996）　とした．
　　　　　　　　　　　67）　　　　　　45）　　　52）
　文献：須鎗ほか（1965），岡田（1970．1978），
　　　　　　89〕　　　　　　　　　　　　42〕
徳島県（1972），中野はか（1973），須鎗・阿子島
　　　　72〕　　7ヨ〕　　　　75）　　76）　　　　　　　74）
（1977a　，b　，1978a　，b　），須鎗（1978），

　　　　　　53）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77）
0kada（1980），SuyariandAkojima（1980），活
　　　　　　　　　20）　　　21〕　　　　　　　　　58）
断層研究会編（19章O，1991），岡田ほか（1991），
　　　　　　　　　56〕　　　　　　　　　　　　　50〕
岡田・長谷川（ユ991），岡田・松山（1992），長谷川
　　　8）　　　　9〕
（1992．1993），四国縦貫自動車道中央構造線調査委

　　　　　　　　　65〕　　　　　　　　　　　2島）
員会・岡田（ユ993a），水野ほか（ユ993），家田・松
　　　　13）岡（1996）

4）井口断層（lkuchi　Fault）

　　　　　　　　45〕命名1岡田（1970）

位置：脇町西方小昆付近から井口北方まで．

長さ16㎞
　和泉層群中に発達する断層である、rぽぽ東西に連続

する地形異常があって，この推定される断層線上で，和

泉層群の断層破砕帯が各所で確認できる」（岡田，
　　45〕　　　　　　　　　　　　　45〕
1970）・・さらに岡田（1970）　は，水平変位量は右へ

300～450m，垂直変位量は北側上がり約50～70mと推定

している．断層中央部から東では，2条の断層とたる．
　　　　　　　　　　22）　　　　　　45〕　　　52）
文献：損本ほか（1968），岡田（1970．1978），徳
　　　　　島9〕　　　　　　　　　　74）
島県（1972），須鎗（且978），活断層研究会編
（198020㍉199121㍉，水野ほか（1993）28）

5）三野断層（Mino　Fault）

　　　　　　　　45）
命名1岡田（1970）　？

位置：美馬郡美馬町中八付近から三好郡三野町太刀野付

近まで．

長さ：13㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ9〕　「芝生衝上」（中川・中野，1964a）　や「荒川衝上」
　　　　　　　　　　　75）（須鎗・阿子島，1978a）　のすぐ北側の和泉層群中に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）発達する高角度断層である、岡田（1973b）　は，「芝

生衝上」のようだ北傾斜低角度断層の多くは，地すべり

や倒行によって形成されたものとした．太刀野山で低位

段丘面が比高10～12mの低断層崖によって切断され，こ

の西南延長に著しい断層粘土帯や破砕帯があり，中央構

造線（池田断層）に合流する．河谷の屈曲は約200～400

mの右棲ずれによって形成されたと推定され，変位速度

は8～9＋m／103Cユ4年と見積もられている（岡田，
　　45〕ユ970）

　　　　　　　　　　　　39〕　　　　　　44）　　　45〕
文献1中川・中野（1964a），岡田（1968．1970，
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　　　49〕　　　51〕　　　52〕　　　　　　　　89〕
1973b　，1977．1978），徳島県（1972），須鎗・
　　　　　　　72〕　　73〕　　　　75）　　76〕
阿子島（1977a　，b　，1978a　，b　），須鎗
　　　74〕　　　　　　　　　　53）
（1978）　，0kada（1980）　，Suyari　and　Akojima

　　　77〕　　　　　　　　　　　20）　　　21〕
（1980），活断層研究会編（1980．1991），金折ほ

　　　　15〕　　　　　　　　　　　　　55）
か（1980），岡田・堤（1990），岡田・長谷川
　　　56　　　　　　　　　　9）　　　　　　　　　　　　28〕
（1991），長谷川（1993），水野はか（1993）

6）池田断層（lkeda　Fau1t）

　　　　　　　　44）命名1岡田（1968）

位置：三好郡三野町太刀野から愛媛県伊予三島市中曽根

付近まで．

長さ：35㎞（内愛媛県分，王2．5㎞）

　中央構造線そのものと推定される東北東一西南西走向

の断層で，徳島県西部の愛媛県との県境付近からは構造

線に沿って安山岩質岩石の貫入がみられるようにたる。

阿波池田の市街地西端の侵食崖を指標に池田断層の変位

量を推定すると，約3万年間で水平変位量200m±たい

しそれ以上，垂直変位量は約50mと見積もられている（岡
　　　　44〕
田，1968）．池田断層は，中～高角度北傾斜であるが，

愛媛県川之江市では南傾斜となる部分がある．岡田
　　　　48〕　　49）
（1973a　，b　）は，この南傾斜の部分は，土壌倒行

か地すべりによる後成的なものとした．また，中川・中
　　　　　40〕
野（1964b）　の言う「白地衝上」は，その破砕帯とさ

れたものは斜面崩壊物質や地すべり・山崩れ堆積物で，

衝上断層ではないとする見解も出されている（岡田，
　　44〕　　　　　49〕
1968　．　1973b　）．

　一方，三好町足代の扇状地を調査研究した村田
　　　30）
（1971）　は，この扇状地は2度の断層（足代断層＝池

田断層）活動によって切断されていて，「水平移動は，

あるとしてもかなり小さなもので，恐らく40mを越えた

いものと考えざるを得ない」と結論付けている、
　　　　　　　　　　　95〕　　　　　　　　　62）
文献：矢部・尾崎（1961），Saito（1962），愛媛県
　　　3）　　　　　　　　　2〕　　　　　　　　　　　　　　40）
（1962），土井（1964），中川・中野（1964b），中

　　　　41〕　　　　　　44）　　　　48　　49）　　　52〕
川（ユ965），岡田（ユ968．1973a　，b　，ユ978），
　　　　　30〕　　　　　　　　89〕　　　　　　　7昌〕
村田（1971），徳島県（1972），高橋（1972，
　　80）　　　84）　　　　　　36）　　　37〕
1983．1991），永井（1973．1978），須鎗・阿子
　　　　70）　　　　72）　　73〕　　　　75〕　　76）
島（1975．1977a　，b　，1978a　，b　），須鎗
　　　74〕　　　　　　　　　　53〕
（1978）　，Okada（1980）　，Suyari　and　Akojima

　　　77）　　　　　　　　　　　20〕　　　21〕
（1980），活断層研究会編（1980．1991），金折ほ

　　　　15）　　　　　　　　　　　　　　　　　一7〕
か（1980），鹿島・高橋（1980a），永井ほか
　　　38　　　　　　　　　　　　　　　19）
（1980），鹿島ほか（1982），岡田・長谷川

　　　56〕　　　　　　　　　　　　29）　　　　　　　　　　9）
（1991），桃井ほか（1991），長谷川（1993），水野

　　　　　28）ほか（1993）

7）寒川断層（Sangawa　FaU－t）

　　　　　　　　44〕
命名：岡田（1968）　？

位置1J　R伊予寒川駅の南から，西の伊予三島市と土居

町の境付近まで、

長さ：3．5㎞

　中央構造線の北約500mをほぼ東北東一西南西走向に

走る断層で，断層線は北に緩く凸状を呈する．低断層崖

を作っており，断層西部は北に，東部は南に面した崖と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　70）なっている、なお，須鎗・阿子島（1975）　の推定した

寒川断層は，中央構造線を切る南北性の断層で別物であ

る．

　　　　　　　　　4宮〕　　　　　　　　　　　　27）
文献1岡田（1973b），宮久ほか（1977），永井ほか
　　　38）　　　　　　　　　　　20〕　　　21）
（1980），活断層研究会編（1980．1991），岡田・

　　　　　　　56〕　　　　　　　　　　　　　29〕
長．谷川（1991），桃井ほか（1991），水野はか
　　　2昌〕

（1993）

8）畑野断層（Hatano　Fau－t）

　　　　　　　　46〕命名1岡田（1971）

位置1宇摩郡土居町小林付近から土居町西部の上野ま

で．

長さ：5．5㎞

　中央構造線の300m北側を並走する断層で，地形的に

非常に明瞭な活断層である．1980年にトレンチ調査が行

われたが詳細は報告されていたい．河谷のずれから150

～200mの右横ずれが推定されている（岡田，
　　　48）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〕
1973a）、Grapes　and　Takahashi（1987）　は，河川

堆積物の「不整合面を基準に断層の変位量を測定すると

垂直変位量は7m，右横ずれ変位量は13±2mである」

こととr垂直変位速度が1－7㎜／年，また，右横ずれ変

位速度が約3．3㎜／年であること」等を述べた、
　　　　　　　　　46）　　　　4呂〕　　　　　　　　78〕
文献1岡田（1971．1973a　），高橋（1972，
　　79〕　　　85）　　　　　　　　　　　　70）
王982．1992），須鎗・阿子島（1974），宮久ほか
　　　27）　　　　　　　53〕　　　　　　　　　　　17）
（1977），0kada（1980），鹿島・高橋（1980a），

　　　　　　　3高）　　　　　　　　　　　20〕　　　21）
永井ほか（1980），活断層研究会編（1980．，王99／），

　　　　　　　　　　　　　　　　6〕Grapes　and　Takahashi（1987），岡田・長谷川
　　　56〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28〕

（1991），桃井はか（1991），水野ほか（1993）

9）石鎚断層（Ishizuchi　Fault）

　　　　　　　　26〕
命名1松本（1967）

位置1伊予三島市豊岡町五良野付近から西条市市之川付

近まで．

長さ130㎞

　中央構造線そのもので，第四紀初期から始まる四国山

地側が瀬戸内海側に対して右横ずれしたがら上昇した断

層とされている1そして，この断層活動によって「石鎚
　　　　　　　　　　90〕　　91〕
断層崖」（辻村，1923a　，b　），が形成されたと考え

られている．

　新居浜市船木の新居浜カントリークラブゴルフ場で

は，1，860±90年B．P．と測定された土石流扇状地面が

断層変位を受けているらしいので，最新の断層活動が紀

元前後から有史（西暦約700年頃）前にかけてあったと
　　　　　　　　　　　　　　48〕　　49〕
推定されている（岡田，1973a　，b　）、右横ずれ量



四国中央構造線沿いの活断層

は，約550～600mと見積もられている（岡田，
　　　48〕
1973a）

　宇摩郡土居町を流れる浦山川の四国縦貫（松山自動車）

造の工事で出現した露頭では，左岸個覗の中央構造線（石

鎚断層）付近はまったく破砕されておらず，右岸側は中

央構造線に斜交する逆断層によって三波川変成岩類を不

整合に覆う砂礫層上に流紋岩質岩石が乗り上げている
　　　　　　85〕（高橋，1992）．このように中央構造線そのものが活

動したとは考えられない断層露頭がある．
　　　　　　　　　8島〕
　高橋・神野（1996）　は，r四国中央部の中央構造線

は，“石鎚断層崖”を形成するようだ垂直変位量を持つ

活動はしておらず，四国山地（法皇山脈一石鎚山脈）の

北斜面の急崖は四国山地の上昇に伴う侵食によって形成

されたものと判断される．したがって，この急崖は断層

崖ではたくて断層線崖であるので，石鎚断層崖という名

称に代えて石鎚断層線崖と呼ぶ方が適切である」とした．

　本断層に沿っては，四国縦貫（松山自動車）道が建設

され供用されている．早急に，活断層かどうかの調査・

研究が必要である、
　　　　　　　　34〕　　　37）　　　　　　　　　　95〕
文献1永井（1958．1978），矢部・尾崎（1961），
　　　　　　3〕　　　　　　　　2）　　　　　　　　　26〕
愛媛県（1962），土井（1964），松本　（1967），野間
　　　43）　　　　　　　　　　35〕　　　　　　　48〕
（1967），永井・近藤（1972），岡田（1973a　，

　4目）　　　51）　　　　　　　　　　　69）　　　70〕
b　，1977），須鎗・阿子島（1974．1975），宮久
　　　　　27〕　　　　　　　　　　　　　24）
ほか（1977），松田・岡日ヨ（1977），稲見（1978）14）
　　　　　　　　　　17〕　　　　　　　　　　38〕　　　　　’
鹿島・高橋（！980a），永井ほか（1980），活断層研
　　　　　　20〕　　　21〕　　　　　　　　　工5）
究会編（1980．1991），金折ほか（1980），鹿島ほ
　　　　　19〕　　　　　　　　　　　　　55）
か（1982），岡田・堤（1990），岡田・長谷川
　　　56〕　　　　　　　　29〕　　　　　　80）　　島4〕
（1991），桃井ほか（1991），高橋（1983．1991，

　　85）　　　86〕　　　　　　　　　　28〕
1992．1994），水野ほか（1993），高橋・神野
　　　88）　　　　　　　　　　　　　13）
（1996），家田・松岡（1996）

lO）岡村断層（Okamura　Fault）
　　　　　　　　32）命名1永井（1955）

位置1新居浜市上原から周桑郡小松町妙口付近まで、

長さ120㎞

　中央構造線の北側約1．5㎞を東北東一西南西方向に並
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30〕走する断層で，岸ノ下断層，中萩断層（村田，1971）
　　　　　　　　　　　　　　　　　35）あるいは神戸断層（永井・近藤，1972）　とも呼ばれた。

　　　　　30）村田（1971）　は，岡村断層の東端部北側に発達する扇

状地の研究を行い，断層活動が2回あったとした。

　1984年と1988年（3月と8月の2回）に西条市飯岡八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54〕幡原でトレンチ調査が行われた．岡田（1988），山崎
　　　　　96〕　　　　97）
ほか（1992．1995）は，このトレンチ調査から，最

終活動時期は古墳時代（5世紀）以降奈良時代（7世紀）

以前に，また縄文後期（約3，000年前）以降，弥生時代

（2，OOO年前）以前に，1ユ，000～3，OOO年前に複数回の活

動が，さらに11，OOO～12，OOO年前と15，OOO年前の間にも

複数回の活動があったことを報告した、Tsutsumi　et　a1．

　　　93〕　　　　　　　　94）　　　　　　　　　O工）
（！991），堤ほか（1992），岡田はか（1993）　は

1988年3月のトレンチ調査から，最終活動時期は確定で

きなかったが，8月の調査結果も考慮して最新の活動時

期を8世紀前半とし，さらにこの前，紀元前1405～925

年に活動のあったことを明らかにした一

　1992年には西条市福武でトレンチ調査が実施された．
　　　　　　　64〕佐藤ほか（1993）　によれば，岡村断層そのものはこの

トレンチの南側にあるものと推定され，本調査によって

約5，000年B．P．以前の大規模な地すべりが，また，約

2，400年B．P．の地層までが小規模な液状化の痕跡を残

していることが見いだされた、

　こうしたトレンチ調査を，岡村断層の東端部や西端部

でも実施するとともに，新しい扇状地堆積物たどに覆わ

れている本断層末端がどうなっているのか解明する必要

がある．

　　　　　　　　　　　92〕　　　　　　32）　　34）
文献1辻村・淡路（1934），永井（1955，ユ958），
　　　　　62〕　　　　　　30〕　　　　　　　　　35〕
Saito（1962），村田（1971），永井・近藤（1972），
　　　　　　48）　　　5I）　　　5の
岡田（1973a　，1977．1988），須鎗・阿子島
　　　69〕　　　　　　　　27〕　　　　　　I4）
（1974），宮久ほか（1977），稲見（1978），鹿島・

　　　　　　17）　　　　　　　　　　　38）
高橋（1980a），永井はか（1980），活断層研究会編
　　　20〕　　　21〕　　　　　　　　　55〕
（1980．199！），岡田・堤（ユ990），岡田・長谷川

　　　56）　　　　　　　　　　　　29）
（1991），桃井ほか（1991），Tsutsumi，et　al，

　　　93〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57）
（1991），Okada　and　Ikeda（1991），堤ほか

　　　94〕　　　　　　　　　59〕　　　　　　　　28）
（1992），岡田・松山（1992），水野はか（1993），

　　　　　　　　61〕　　　　　　　　　　　　64〕
岡田ほか（1993），佐藤ほか（1993），山崎ほか
　　　96〕　　　　97〕
（1992．1995）

ll）小松断層（Komats∪Fault）
　　　　　　　　　48〕命名1岡田（！973a）

位置1J　R小松駅南から小松町南川付近まで．

長さ13㎞
　地形的不連続を生じさせたり，岡村層（後期鮮新世）

を変形させたと推定される断層である（岡田，
　　　48）
1973a）．推定断層なので，トレンチ調査などで断層

そのものを確認する必要がある．
　　　　　　　　　3〕　　　　　　　　　　48〕
文献：愛媛県（1962），岡田（ユ973a），活断層研究
会編（19802㌣ユ99121㍉，水野はか（1993）28）

12）川上断層（Kawakami　Fau－t）

　　　　　　　　47〕命名：岡田（1972）

位置1周桑郡丹原町湯谷口から温泉郡川内町原付近ま

で．

長さ：13㎞

　断層地形や和泉層群中の断層破砕帯の存在から指摘，
　　　　　　　　47〕命名（岡田，！972）　されたもので，北東一東南～東北

東一西南西走向の右横ずれの卓越した断層である．その

後，各種工事により断層露頭が出現し記載された（鹿島・
　　　　　　18）　　　　　　　　　　　83）
高橋，1980b　，高橋ほか，1991）．これらのうち，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤山戸池の衝上断層（高橋ほか，1991）　を地すべり起源
　　　　　　　　　　　　　　　9）とする見解もある（長谷川，1993）．
　　　　　　47）　岡田（1972）　は，湯谷口を流れる中山川の中央構造

線露頭の約80m下流の左岸で観察された断層を川上断層

の延長としている．ここまで川上断層が延長されるかど

うかについては今後検討する必要がある・

　なお，川上断層は西方で3条に分枝するとされていた
　　　　　　　51〕　　　　　　　　　　　畠3）
が（岡田，1977　；高橋ほか，1991），これらのうち

の1条が次に述べる北方断層に連なる毛のと判断される

　　　　　　87〕（高橋，1995）

　本断層は，地形的にも非常に明瞭で，また，松山市に

近い位置にある活断層でもある．早急にトレンチ調査な

どを行い，活動履歴等を解明しなければたらない・また，

反射法地震探査などにより松山平野下の埋没断層を調査

し，西方の伊予断層との関係を明らかにする必要がある．
　　　　　　　　47）　　51〕　　　　　　　　63）
文献1岡田（1972．1977），坂上ほか（1974），活
　　　　　　　　　　　20）　　　　21〕
断層研究会編（1980．1991），鹿島・高橋
（1980a17㍉b18㍉，永井ほか（1980）38㍉高橋（198682㍉

　　邑5〕　　　　　87）　　　　　　　　　　　　　　　畠3〕

1992．1995）高橋ほか（1991），岡田・長谷川
　　　5引　　　　　　　　　　　　　　29）　　　　　　　　　　　　9〕
（1991），桃井ほか（1991），長谷川（1993），水野

　　　　　28）ほか（1993）

13）北方断層（Kitakata　Fau1t）

命名1岡田（1977）51〕

位置：川内町三軒屋付近から同町北方まで・

長さ13．8㎞

　地形的に推定される断層で，川上断層の西方延長都に

あたる．北方（きたかた）や宝泉の医王寺前などに南側

落としの低断層崖を形成している、
　　　　　　　　　51〕　　　　　　　　　　　　　　　　　20）
文献1岡田（1977），活断層研究会編（1980．
199121 _，岡田・長谷川（1991）56、水野ほか（1993）28㍉

　　　　　畠7〕
高橋（1995）

14）伊予断層（lyo　Fault）

　　　　　　　　　62）
命名1Saito（1962）

位置1伊予郡砥部町重光付近から伊予郡双海町高野川ま

で、

長さ114㎞

　本断層は，和泉層群よりたる山裾が直線的た北東一南

西方向であることや，右横ずれ断層活動に起因すると推

定される河谷変位や閉塞尾根だとが各所でみられること
　　　　　　　　　　　　　　　　47〕　　　　　　　　　7〕
から活断層とされた（岡田，ユ972）．後藤（ユ996）は

河谷の変位をもとに，本断層の右横ずれ平均変位速度は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　47）
およそ1～5㎜／年とし，岡田（1972）　の求めた1㎜

／年以下のオーダーという値よりも大きいとした．

　しかし，断層は存在するものの，活断層ではないとい
　　　　　　　　　　　　　　　　1島）　　　　　　　　5〕
う見解もある（鹿島・高橋，1980b　；藤江，1994，
　　6）　　　　　　　　　87〕
1996　；高橋，1995）・今後トレンチ調査等で活断層

かどうかを決定する必要がある．
　　　　　　　　　31）　　　33）　　　34）
文献1永井（1954．1957．1958），愛媛県
　　　3〕　　　　　　62）　　　　　47〕　　　49）
（1962），Saito（1962），岡田（1972．1973b　，

197751 _，平岡（1973）11、堀越ほか（1973）12㍉坂上ほか

　　　63〕　　　　　　　　　　　　38）
（1974），永井ほか（1980），活断層研究会編

　　　20）　　21〕　　　　　　　　　　17）　1島〕
（1980．1991），鹿島・高橋（1980a　，b．），高

　　　　　　　81〕　　　　　　　　　　　　　　29）
橋ほか（1984），桃井ほか（1991），長谷川
　　　9〕　　　　　　　　28〕　　　　　4〕　　5）（1993），水野ほか（1993），藤江（1994．1996），
　　　　　87〕　　　　　　　　　7）
高橋（ユ995），後藤（1996）

今後の課題

　徳島市付近から松山市近傍にかけての中央構造線に沿

って，多くの活断層があるとされている割には，地表踏

査はたされているものの，トレンチ調査などの精査が行

われていたい．早急に調査を行い，断層の正確た位置，

活断層であるのかどうか，活断層であるたら活動周期は

何年程なのか，そして一度の活動による変位量はどのく

らいなのか，等を明らかにしてゆく必要がある．

　一方，新しい河川堆積物等で覆われ，隣同士の活断層

の関係が不明た平野部のものについては，反射法地震探

査等により，連続するものだのか，分枝するものなのか

あるいは雁行するものたのかを明らかにし，各活断層の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4呂〕
長さを確定する必要がある．また，岡田（1973a）　の

言うようにr当域では，西部の岡村断層，中部の石鎚断

層，東部の池田断層が主要た活断層であり，それらは互

いに雁行状の配列をし，変位を受継ぐように連た」って

いるのかどうかについても解明したければならない課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9〕
である．これに関連して，長谷川（1993）の指摘する

r中央構造線の右横ずれ断層運動の活動域が次第に西へ

移動した」のかどうか，また「第四紀における中央構造

線の右横ずれ断層が等速かどうか」についても，今後検

討しなけれぱたらたい．

　これらの成果をもとに，精度の高い活断層分布図や防

災予測図を作成したいものである・

　朝日新聞愛媛版（1996年8月25日付）や愛媛新聞（同

28日付）などの報道によると，土木学会四国支部あんぜ

ん四国検討委員会の中間報告を受け，愛媛県は県内の活

断層調査を実施することを決定した・平成8年度は伊予

断層を調査するという話である。
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